
郷
土
史
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
沖
本
常
吉
氏
に
よ
っ
て
着
実
に
進
め
ら
れ

『
芥
川
龍
之
介
伝
記
紬
考
』
補
巡

原
家
に
つ
い
て
の
調
査
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
・
新
原
家
に
つ
い

て
の
調
査
は
、
龍
之
介
の
実
父
新
原
敏
三
の
出
身
地
で
あ
る
山
口
県
玖
珂
郡

美
和
町
生
見
で
神
職
に
あ
る
か
た
わ
ら
郷
土
史
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
西

村
巌
氏
、
元
「
東
日
」
記
者
で
現
在
島
根
県
津
和
野
町
で
家
業
の
か
た
わ
ら

筆
者
は
、
さ
き
に
明
治
書
院
か
ら
『
芥
川
龍
之
介
伝
記
論
考
』
（
昭
調
・

皿
）
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
後
誤
植
、
記
述
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く

と
共
に
多
く
の
方
か
ら
御
示
教
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
小
著
「
あ
と
が
き
」

に
記
し
た
索
引
作
成
の
際
、
取
敢
え
ず
「
正
誤
表
」
を
付
し
た
。
ま
た
、
小

著
刊
行
後
「
く
胃
罷
め
国
〆
ｐ
Ｐ
Ｆ
扇
」
（
文
学
昭
細
・
６
）
を
は
じ
め
い
く
つ

か
の
新
資
料
が
発
表
さ
れ
、
小
著
執
筆
の
際
見
落
し
て
い
た
資
料
も
い
く
つ

か
知
り
得
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も

生
じ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
版
を
改
め
る
機
会
に
で
も
補
訂
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
国
文
学
』
（
学
燈
社
昭
虹
・
皿
）
掲
祓
の
小
稿
「
芥

川
伝
の
問
題
点
」
で
少
し
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
芥
川
龍
之
介
の
実
家
新

芥

川
ｌ
新
原
家
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

龍

之
介
伝
記

論
考
』
補五

六
箇
村
の
汎
称
で
あ
る
。
名
は
実
の
寅
。
山
代
は
山
代
と
称
せ
ら
る
些
程

に
、
山
嶽
重
畳
、
又
重
畳
。
そ
し
て
、
平
地
ら
し
い
平
地
は
、
殆
ん
ど
見
当
ら

な
い
と
い
っ
て
も
い
＆
程
で
あ
る
。
其
山
代
地
方
か
ら
、
維
新
の
頃
有
名
だ

っ
た
御
用
商
人
の
山
代
屋
和
助
が
、
叺
穴
の
声
を
揚
げ
た
の
で
あ
る
。
」
（
室

ｘ
Ｏ

ｘ
Ｏ

賀
文
武
「
そ
れ
か
ら
そ
れ
口
（
日
）
」
・
「
芥
川
龍
之
介
全
集
』
全
十
巻
月
報
第
五
（
四
）
号

四
七

生
家
新
原
家

。
「
周
防
の
国
の
岩
圃
川
を
、
洲
る
こ
と
五
六
叩
に
し
て
、
山
代
に
達
す
。

山
代
と
は
、
北
は
石
見
の
国
、
東
は
安
芸
の
国
に
郡
接
し
た
る
一
区
域
の
、

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
る
と
、
新
原
家
と
そ
れ
に
関
連
す
る
い
く

つ
か
の
問
題
が
解
き
明
か
さ
れ
、
芥
川
龍
之
介
の
伝
記
の
《
一
部
は
書
き
変
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
小
稿
で
は
、
西
村
、
沖
本

両
氏
、
及
び
葛
巻
義
敏
氏
の
御
示
教
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
に
、
筆
者
の

そ
の
後
の
調
査
を
加
え
て
、
小
著
の
新
原
家
に
関
す
る
部
分
を
補
訂
し
て
お

き
た
い
。
（
以
下
、
◎
印
は
『
芥
川
龍
之
介
論
考
』
の
記
述
で
、
×
は
誤
り
を
示
す
）

些
逗

森
本
修



昭
十
・
三
（
二
）
）
・
新
原
家
は
、
こ
の
山
代
地
方
の
一
村
の
生
見
の
出
で
あ
る
・
山

代
は
前
山
代
・
奥
山
代
と
に
分
か
れ
、
生
見
は
奥
山
代
に
属
し
て
い
た
・
『
防

長
風
土
注
進
案
３
奥
山
代
宰
判
』
（
川
口
雌
立
山
口
図
書
館
昭
三
十
七
・
四
）

に
よ
れ
ば
、
生
見
は
「
往
古
は
伊
木
見
と
三
字
に
書
き
、
中
古
己
来
生
見
と

ｘ
Ｏ

書
来
候
、
尤
当
地
八
啼
社
建
立
の
靭
生
キ
雲
の
如
く
紫
雲
其
地
臥
（
に
）
蕊

×

謎
き
か
Ⅸ
り
し
故
、
山
を
生
妻
山
と
名
付
け
、
里
を
生
雲
の
郷
と
唱
え
し
か
、

終
に
一
村
の
地
名
と
な
り
て
生
見
ハ
生
姜
の
訓
な
り
と
申
伝
候
」
（
百
四
十

二
頁
）
と
あ
る
。
現
在
は
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
美
和
町
生
見
と
な
っ
て
い

る
。
「
奥
山
代
宰
判
町
村
沿
革
一
覧
」
（
『
防
長
風
土
注
進
案
３
奥
山
代
宰
判
』

四
頁
）
に
よ
る
と
、
生
見
の
沿
革
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

（
「
沿
革
一
覧
」
表
Ｉ
省
略
）

美
和
町
へ
は
現
在
国
鉄
バ
ス
（
岩
益
線
）
が
通
じ
て
お
り
、
岩
国
か
ら
約

一
時
間
半
で
町
役
場
の
所
在
地
坂
上
に
至
り
、
さ
ら
に
約
一
粁
奥
へ
は
い
っ

た
あ
た
り
が
生
見
で
あ
る
。

〔
補
遺
〕
山
代
と
は
、
元
来
錦
川
（
岩
田
川
）
に
沿
っ
た
周
防
国
（
山

口
県
）
玖
珂
郡
北
部
一
帯
の
通
称
で
、
近
世
初
頭
の
検
地
に
は
十
七
村
あ

っ
た
が
、
う
ち
岩
国
吉
川
氏
領
と
な
っ
た
三
村
を
除
き
、
萩
藩
の
一
支
配

と
し
て
山
代
宰
判
が
た
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
永
年
間
に
河
川
の
流
域

と
交
通
及
び
こ
の
地
方
特
産
の
紙
業
な
ど
の
関
係
か
ら
、
周
防
国
都
濃
郡

北
部
の
三
村
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
地
方
一
帯
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
や
せ

地
で
耕
地
に
恵
ま
れ
ず
、
物
産
に
乏
し
い
所
で
あ
る
が
、
楮
及
び
紙
の
特

産
に
よ
っ
て
萩
藩
の
財
政
上
重
視
さ
れ
、
郡
役
所
を
置
か
ず
藩
府
直
轄
の

時
代
が
あ
っ
た
・
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
萩
城
下
に
近
い
西
部
を
前
山

。
ぷ
ゞ
一

一
兵
〆
到

子
一
子

公
Ｆ

《
Ｐ

・
群
馬
ｋ

四
八

代
、
遠
い
東
部
を
奥
山
代
と
二
宰
判
に
分
け
ら
れ
、
代
官
所
は
奥
山
代
の

中
央
に
位
置
す
る
本
郷
村
に
置
か
れ
た
（
『
防
長
風
土
注
進
案
３
』
凡
例
に

ｘ

よ
る
）
。
な
お
、
小
著
「
沿
革
一
覧
」
表
の
賀
美
畑
村
は
誤
り
で
、
阿
賀
、

Ｏ

生
見
、
下
畑
村
の
合
併
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
賀
見
畑
村
が
正
し
い
。

◎
生
見
に
は
、
現
在
新
原
姓
を
名
乗
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
が
、
そ
の
多
く

ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ

は
明
治
以
後
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
敏
三
の
生
家
は
、
代
女
庄
屋
を

つ
と
め
た
由
緒
あ
る
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
玖
珂
郡
美
川

×
Ｏ

Ｘ
Ｏ

村
（
町
）
須
山
新
原
主
計
（
雄
）
氏
蔵
の
「
新
原
家
正
統
系
図
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
明
治
十
三
年
八
月
十
日
大
阪
上
等
裁
判
所
判
事
北
村
泰
一

ｘ
派
ｘ
〆
ｘ
ｘ

閲
⑳
」
と
あ
り
、
左
の
よ
う
に
徹
三
の
曾
祖
父
ま
で
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

「
新
原
家
正
統
系
図
」
略

ｘ
Ｏ

鎌
足
ｌ
不
比
等
ｌ
武
智
暦
ｌ
乙
麿
ｌ
是
公
ｌ
雄
友
ｌ
弟
阿
（
河
）
ｌ
高
扶

ｘ
Ｏ

ｌ
清
夏
ｌ
為
寛
（
憲
）
１
時
理
ｌ
維
景
ｌ
維
佐
ｌ
維
重
Ｉ
情
景
ｌ
清
兼
ｌ

ｅ
ｘ

ｘ

景
広
ｌ
景
貞
ｌ
貞
恵
ｌ
高
徳
ｌ
勝
恵
ｌ
勝
孝
ｌ
孝
喜
（
善
）
ｌ
勝
久
ｌ
澄

○（
隆
）
久
ｌ
與
元
１
通
寛
ｌ
興
貫
１
通
寛
１
通
勝
ｌ
寛
俊
ｌ
勝
寛
ｌ
寛
通

ｌ
景
寛
ｌ
寛
吉
ｌ
筧
英
ｌ
寛
旭

右
の
う
ち
、
鎌
足
以
下
勝
恵
あ
た
り
ま
で
は
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
二
月
七
日
没
と
あ
る
勝
孝
あ
た
り
か
ら
し

る
さ
れ
て
い
る
事
項
が
か
な
り
具
体
的
で
、
慶
長
十
四
年
二
六
○
九
）
没

の
通
寛
か
ら
は
法
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
信
じ
る
に
足
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

〔
補
遺
〕
西
村
氏
は
、
「
新
原
家
正
統
系
図
」
は
新
原
小
太
郎
の
吉
い

た
も
の
で
、
作
為
さ
れ
た
部
分
が
各
所
に
あ
る
よ
う
に
思
う
、
と
さ
れ
て

貢
一

胴グ

ー



と
な
る
。
阿
者
を
比
較
す
る
と
、
「
新
原
家
正
統
系
図
」
で
は
油
奥
の
次
に

維
幾
が
な
く
、
維
景
の
あ
と
維
佐
か
ら
景
貞
に
至
る
ま
で
一
尊
卑
分
脈
」
と

か
な
り
の
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
た
と
え
は
、
「
新
原
家
正
統
糸
図
」
に

岡
部
椛
介

い
る
．
筆
者
は
、
「
新
原
家
正
統
系
図
」
を
「
嫌
足
以
下
勝
悠
あ
た
り
ま

で
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
が
、
こ
れ
を
「
尊
卑
分
脈
」

の
〔
滕
原
南
家
乙
麿
流
・
工
藤
狩
野
二
階
堂
〕
に
よ
っ
て
み
る
と
、

鎌
足
ｌ
不
比
等
ｌ
武
智
麿
ｌ
乙
麿
ｌ
是
公
ｌ
雄
友
ｌ
弟
河
Ｉ
高
扶
Ｉ

維
肛
ｌ
消
景
ｌ
沽
氷
ｌ
｜
叫
峠
岬

一
椛
守
小
猫
允

一
ｌ
景
広
ｌ
景
貞

、
弧
Ｐ
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｌ
ｒ
ｌ
Ｊ
｝
、

Ｏ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ら
〃
Ｗ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ

ｌ
〆
、
１
１
１
・
・
・
‐
・
凸
“

遠
兼

と
あ
る
が
、
「
埠
卑
分
脈
」
に
は
消
景
、
消
兼
、
沽
成
、
景
広
の
名
は
み
え

す
、
、
沽
綱
が
〔
岡
辺
権
守
〕
、
速
兼
が
〔
渋
川
権
守
〕
と
し
て
み
え
て
い
る

こ
れ
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も
景
貞
あ
た
り
麦
で
は
作
ら
れ
た
も
の
と
思

『
芥
川
龍
之
介
伝
記
揃
考
』
補
辿

消
夏
ｌ
維
幾
ｌ
為
憲
１
時
理

‐
維
幾
ｌ
為
憲
１
時
理
円
樒
蒜
Ⅱ
坤
諦

‐
維
永

‐
維
重

可
維
仲
－
家
沽

一
‐
維
綱
１
滴
綱
‐
景
溌

‐
清
定
「
情
実

‐
景
兼
ｌ
遠
兼
Ｉ
景
貞

句

I

、

詞

う
り

ユ

わ
れ
、
「
腰
大
内
家
川
防
阿
伊
木
巳
二
住
」
と
記
さ
れ
た
勝
孝
あ
た
り
か

ら
は
記
述
が
具
体
的
と
な
る
。
「
新
原
家
正
統
系
図
」
に
は
、
勝
孝
の
吹

八
Ｏ

の
孝
善
の
項
に
「
二
百
一
石
八
科
参
舛
領
二
代
木
土
打
鹿
穴
（
向
）
」

と
あ
る
。
二
代
木
（
『
防
長
風
土
注
進
３
』
に
は
二
台
木
）
士
打
、
鹿
向
は
、

周
防
、
安
芸
両
国
で
境
目
を
め
ぐ
っ
て
争
論
の
あ
っ
た
所
で
、
古
く
は
生

見
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
孝
善
の
次
の
勝
久
の
項
に
「
当
代
由
宇
谷
山

一
宇
建
立
号
孝
馨
寺
」
と
あ
る
が
、
こ
の
孝
辨
寺
は
『
防
長
風
土
泳
進
案

３
』
に
「
臨
済
宗
孝
善
山
宝
珠
庵
右
草
創
事
蹟
不
分
明
候
事
」
（
百
六
十

六
頁
）
と
あ
る
〔
孝
善
山
猫
珠
庵
〕
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か

は
米
調
卉
で
あ
る
Ｃ
そ
し
て
、
勝
久
の
次
の
降
久
の
項
に
は
「
永
禄
九
年

内
寅
四
月
八
日
参
河
国
藪
太
村
住
天
文
十
一
年
壬
愉
（
九
月
安
芸
国
多
治

井
庄
住
同
十
二
年
周
防
伊
水
巳
政
所
二
住
波
野
庄
八
拾
石
ヲ
伽
」
と

い
う
記
述
が
み
え
る
。
三
河
凹
蔽
太
村
が
現
在
の
ど
の
辺
に
あ
た
る
か
は

未
調
奔
で
あ
る
が
、
新
原
家
の
祖
先
は
一
時
「
藪
太
」
と
称
し
て
い
た
よ

う
で
、
隆
久
の
次
の
典
元
は
「
新
原
家
正
統
系
図
」
に
〔
蔽
太
神
祇
〕
と

記
さ
れ
て
お
り
、
『
防
長
風
土
注
進
案
３
』
に
「
当
村
新
原
久
右
術
門
所

持
御
判
物
写
」
と
し
て
、

防
州
於
玖
川
郡
八
拍
石
之
地
行
之
”
州
別
紙
有
之
、
全
可
知
行
之
状
如
件

天
文
十
二
年
（
坂
新
五
左
億
門
尉
）

九
月
十
一
日
元
祐
判

斑
太
神
祇
殿

と
あ
る
（
、
五
十
七
瓦
）
の
と
一
致
す
る
。
波
野
庇
と
は
、
玖
珂
郡
波
野
村

（
現
美
川
町
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
新
原
家
正
統
系
図
」
に
は
與
元
は

州
九

」
℃



天
正
三
年
二
五
七
五
）
乙
亥
三
月
二
十
二
日
高
森
城
で
死
ん
だ
旨
記
さ

れ
て
い
る
。
高
森
城
は
、
『
防
長
風
土
注
進
案
３
／
』
の
〔
第
七
生
見
村
〕

に
「
坂
新
五
左
衞
門
元
祐
居
住
之
城
城
、
南
面
は
中
山
村
に
届
す
、
束
面

最
三
嶮
に
し
て
瞬
蟻
し
難
し
、
半
膿
に
道
机
垰
と
い
へ
る
山
径
あ
り
、
当

村
石
井
手
辺
よ
り
中
山
邑
牛
ヶ
垰
に
往
来
す
、
地
理
辮
蹟
中
山
邑
志
に
相

見
候
澗
」
（
両
六
十
七
ｉ
ｎ
六
卜
八
Ⅸ
）
と
み
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
『
防
長
風
土
注
進
案
３
』
〔
鈍
六
中
山
村
〕
に
は
、
坂
新
五
左
術

門
が
高
森
城
へ
入
っ
た
の
は
弘
治
元
年
（
一
凡
五
五
）
十
一
月
大
内
一
門

が
滅
亡
し
周
防
国
が
毛
利
元
就
の
手
に
屈
し
た
後
で
、
坂
氏
入
城
後
一
侯

が
高
森
城
へ
攻
入
っ
て
落
城
し
た
（
百
四
十
頁
）
と
み
え
て
い
る
。
こ
の

記
事
に
は
高
森
城
落
城
の
年
月
が
肥
さ
れ
て
い
な
い
が
、
興
元
の
死
ん
だ

天
正
三
年
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
『
防
長
風
土
注
進
案
３
』
に
よ
る
と

本
郷
村
徳
門
寺
に
あ
る
坂
新
五
左
術
門
蜘
元
祐
曜
に
は
そ
の
没
年
は
「
天
正
三
年
三

月
什
二
Ⅱ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
・
「
新
原
家
正
統
系
図
」
に
は
興
元
以
後
、
神

太
左
衛
門
、
神
兵
衛
、
神
四
郎
、
神
右
衛
門
、
神
五
郎
、
神
之
介
と
「
神
」

を
付
し
た
名
が
し
ば
ら
く
統
く
。
「
仰
」
が
職
名
か
家
伝
の
称
の
一
宇
で

あ
る
か
は
、
西
村
氏
の
調
介
で
も
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
興
貫
（
神
太

左
衛
門
）
は
慶
長
丘
年
（
一
六
○
○
）
関
ヶ
原
で
付
死
し
、
そ
の
後
を
飢

元
の
嫡
兇
通
蒐
（
神
兵
衛
・
峻
蛙
十
四
年
三
川
二
十
九
Ⅱ
没
）
が
継
い
で
い

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
山
村
の
二
台
木
山
、
士
打
原
、
鹿
向
は
、
文
明

年
間
か
ら
安
芸
、
周
防
両
国
の
境
目
争
論
が
お
き
て
い
た
が
、
こ
の
境
目

争
論
を
め
ぐ
る
記
述
の
う
ち
に
「
慶
長
十
二
年
御
両
国
御
検
地
之
節
、
生

見
庄
屋
神
兵
衛
よ
り
境
目
之
儀
不
申
出
、
筐
方
浮
草
我
勝
刈
、
取
爾
来
争

＆

＆

、

諭
弥
増
乙
相
成
由
申
伝
へ
候
半
」
（
百
二
十
頁
）
と
、
神
兵
衛
（
通
寛
）

の
名
が
み
え
て
い
る
。
通
寛
の
項
に
は
、
「
阪
菅
原
」
と
あ
る
の
で
菅
原

を
姓
に
し
た
ら
し
い
。
西
村
氏
の
御
示
教
に
よ
る
と
、
神
兵
衛
は
慶
長
十

四
年
二
六
○
九
）
三
月
、
美
和
町
引
地
垰
で
打
首
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
神
兵
術
が
処
刑
さ
れ
て
以
後
、
新
原
と
改
姓
、
屋
号
を

「
戯
」
と
称
し
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
新
原
家
正
統
系
図
」
に
よ

っ
て
も
、
通
覚
の
吹
の
通
勝
の
項
に
は
「
阪
新
原
」
と
あ
る
の
で
こ
の
代

か
ら
新
原
と
名
乗
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
小
著
掲
救
の
系
図
に
は
、

苑
吉
以
下
に
つ
い
て
は
誤
り
が
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
西
村
氏

作
成
の
「
新
原
（
薮
）
家
系
略
」
・
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
を

雌
と
し
て
修
正
し
た
も
の
を
次
頁
に
掲
げ
て
お
く
。

従
っ
て
、
小
著
三
十
二
頁
の
新
原
家
を
中
心
と
し
た
（
系
譜
Ｉ
）
も
、

右
の
修
正
系
図
に
よ
っ
て
補
灯
を
必
要
と
す
る
。
新
原
（
戯
）
家
は
、
前

述
の
よ
う
に
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
た
川
緒
あ
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
小
稿
に

峻
々
引
用
す
る
『
防
長
風
土
注
進
案
３
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
奥
山
代

瓜
土
注
進
案
」
の
成
稿
年
代
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
脚
三
）
か
ら
弘
化

元
年
（
一
八
四
四
）
の
頃
と
み
ら
れ
て
い
る
。
稿
本
は
、
各
村
庄
屋
の
注
進

に
披
礎
を
お
く
も
の
で
、
注
進
案
が
成
っ
た
唖
の
生
見
村
は
Ⅱ
数
千
三
百

袷
三
人
、
庄
屋
一
人
、
畔
頭
六
人
が
お
か
れ
て
い
た
。
系
図
に
よ
っ
て
み

る
と
、
こ
の
頃
の
庄
屋
は
奄
代
吉
（
寛
旭
）
で
あ
っ
た
。
敏
三
の
生
家
は
、

新
原
（
薮
）
家
の
流
れ
を
ひ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
系
図
か
ら
は
つ
な
が

ら
ず
、
両
家
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
過
去
帖
」
で
は
、
敏
三
の
曾

祖
父
で
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
三
月
二
十
三
日
没
の
某
（
法
名
釈

五
○
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諦
証
）
妄
で
が
た
ど
れ
る
。
な
お
、
西
村
氏
に
よ
る
と
、
嘉
永
元
年
（
一

八
四
八
）
の
「
湯
屋
河
内
明
神
棟
札
」
に
登
代
吉
が
庄
屋
の
代
に
、
敏
三

の
阻
父
猶
吉
が
畔
頭
（
志
行
組
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

◎
ま
た
、
美
和
町
生
見
の
新
原
家
菩
提
寺
真
教
寺
に
あ
る
「
過
去
帖
」
に
は
、

左
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

×
Ｏ

遊
学
教
性
文
政
五
午
二
月
十
二
日
新
陳
小
右
（
左
）
術
門
父

ｘ
ｏ
ｘ
Ｏ

諦
証
文
政
十
二
（
三
）
丑
（
虹
）
三
月
汁
三
日
新
原
猫
吉
父

妙
誓
天
保
八
酉
十
二
月
五
日
新
原
猶
吉
雌

釈
妙
光
天
保
十
、
十
二
、
廿
九
新
原
十
兵
衛
娘

ｘ
Ｏ

釈
道
徹
善
心
居
士
天
保
十
一
、
六
、
三
新
原
小
水
（
左
）
衛
門

ｘ
ｘ
Ｏ
Ｃ

一
心
妙
境
天
保
（
元
治
）
二
、
正
、
廿
四
新
原
十
兵
衛
伽

徳
室
妙
渠
明
治
五
、
正
、
廿
四
新
原
十
兵
衛
妻

照
道
文
久
元
、
十
二
、
晦
日
新
原
猶
吉
常
蔵
父

国
円
新
原
文
六

呪
光
慶
応
三
、
八
、
朔
新
原
モ
ト
。
ｊ

永
生
妙
果
明
治
三
、
六
、
十
九
新
原
小
太
郎
度

〔
補
遺
〕
真
教
寺
は
真
宗
で
、
山
号
を
水
精
山
と
い
う
。
『
防
長
風
土

注
進
案
３
』
に
よ
る
と
、
開
韮
は
空
円
と
い
い
、
は
じ
め
毛
利
元
枕
に
奉

仕
し
て
武
名
を
あ
げ
た
が
、
故
あ
っ
て
漂
泊
し
、
当
地
（
生
見
）
に
来
て

剃
髪
し
一
宇
を
建
立
し
た
と
い
う
（
百
六
十
六
’
百
六
十
七
頁
）
。
西
村
氏
の

御
示
教
に
よ
れ
ば
、
小
著
掲
載
の
「
過
去
帖
」
の
う
ち
、
新
原
文
六
、
新

原
モ
ト
は
、
新
原
（
薮
）
家
、
倣
三
の
生
家
共
に
関
係
が
な
く
、
明
治
以

8

後
に
新
原
姓
を
名
乗
っ
た
，
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
削
除
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Ｏ

◎
倣
三
の
柵
父
猫
吉
に
は
、
十
兵
衛
（
御
郷
泰
助
）
、
八
郎
（
右
）
衛
門
（
弘

雅
）
、
小
太
郎
の
兄
弟
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
末
弟
の
小
太
郎
は
漢
学
者
で

い
ま
美
和
町
生
見
に
次
の
顕
彰
脾
が
建
っ
て
い
る
。

（
碑
文
Ｉ
宥
略
）

台
石
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
親
族
の
名
の
下
部
は
土
に
州
も
れ
て
判
読
不
明

で
あ
る
。

〔
補
遺
前
掲
の
一
訂
正
系
図
で
示
し
た
た
よ
う
に
、
十
兵
衛
は
登
代
吉

（
寛
旭
）
の
別
名
で
あ
り
、
従
っ
て
十
兵
衛
、
八
郎
右
衛
門
、
小
太
郎
を

敏
三
の
祖
父
猶
吉
の
兄
弟
‐
こ
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
正
し
く
は
、
「
登

代
吉
（
十
兵
衛
）
に
は
紫
助
、
八
郎
右
術
門
、
小
太
郎
、
玄
澄
（
出
家
し

た
法
名
）
の
兄
弟
が
あ
っ
た
。
泰
助
は
御
郷
氏
、
八
郎
右
衛
門
は
弘
派
氏

を
各
々
継
ぎ
、
小
太
郎
は
漢
学
者
と
な
り
、
い
ま
美
和
町
生
見
に
次
の
顕

彰
碑
が
建
っ
て
い
る
。
」
と
な
る
。

◎
敏
三
の
父
、
龍
之
介
の
州
父
に
当
た
る
新
原
常
職
に
は
三
脚
一
女
が
あ
つ

く
れ
と
こ

た
。
常
蔵
は
早
世
し
、
常
蔵
の
典
す
ゑ
（
能
之
介
の
祖
叶
）
は
紅
床
家
へ
仰
峰

し
た
。
常
蔵
の
長
男
敏
三
は
、
芥
川
俊
消
の
四
女
ふ
く
と
結
婚
、
ふ
く
と
の

問
に
初
・
久
・
龍
之
介
の
三
子
が
あ
っ
た
が
、
ふ
く
の
発
狂
後
ふ
く
の
妹
ふ

ゆ
を
後
共
に
迎
え
て
得
二
が
生
ま
れ
た
。
次
男
の
康
太
郎
は
明
冷
十
四
年

（
一
八
八
一
）
十
二
月
二
十
一
日
紅
床
家
を
相
続
し
、
三
男
元
三
郎
は
「
津

藤
一
細
木
香
以
の
三
男
桂
次
郎
の
娘
え
い
を
嬰
り
、
芝
で
炭
屋
を
営
ん
で
い

た
。
森
鴎
外
の
史
伝
「
細
木
香
以
」
（
虹
日
、
大
毎
大
６
．
９
・
喝
１
ｍ
・
昭
）

五
二



｜’
に
は
元
三
郎
夫
妾
に
つ
い
て
の
把
述
が
あ
る
。

〔
補
遺
〕
常
蔵
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
三
八
月
二
十
四
日
に
亡
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
生
年
月
日
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
若
死
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
述
の
よ
う
に
常
蔵
よ
り
家
督
相
続
し
た

の
は
、
当
時
三
歳
で
あ
っ
た
三
男
の
元
三
郎
で
、
文
久
二
年
八
月
二
十
五

日
、
常
蔵
が
亡
く
な
っ
た
翌
日
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
次
男
の
康
太
郎

は
、
常
蔵
が
亡
く
な
る
二
カ
月
前
の
六
月
二
十
九
日
に
紅
床
岩
蔵
の
養
子

と
し
て
入
繍
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
十
三
歳
で
あ
っ
た
長
叫
の
倣
三
が

相
続
し
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
生
見
を
離
れ
て
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
常
蔵
の
墓
は
生
見
に
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
常
蔵
が
生
見

以
外
の
地
で
亡
く
な
っ
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
常
蔵

は
敏
三
と
共
に
他
国
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
も
な
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
（
西
村
氏
は
、
常
蔵
の
死
亡
地
は
生
見
以
外
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
）
・
常
蔵
の
妻
が
紅
床
家
へ
再
嫁
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
二
三
の
説
が
な

さ
れ
て
い
る
。
常
蔵
の
妻
が
康
太
郎
を
連
れ
子
し
て
紅
床
家
に
再
嫁
し
た

と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
れ
が
覗
実
な
ら
ば
、
康
太
郎
入
職
の
日
付
か
ら
み

て
常
蔵
の
妻
は
常
蔵
の
亡
く
な
る
二
カ
月
前
に
紅
床
家
に
再
嫁
し
た
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
小
著
で
は
常
蔵
の
妻
を
「
す
ゑ
」
と
し
た
。
こ
れ

は
、
常
蔵
の
妾
が
紅
床
家
に
再
嫁
し
た
こ
と
、
美
和
町
生
見
支
所
の
壬
巾

戸
籍
に
「
康
太
郎
養
父
岩
蔵
母
す
ゑ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
す
ゑ
」
を
康
太
郎
の
実
母
つ
ま
り
常
蔵
の
妻
と
判
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

紅
床
岩
蔵
は
、
明
治
十
四
年
二
八
八
一
）
十
二
月
十
一
日
に
亡
く
な
っ

て
い
る
。
岩
蔵
の
享
年
も
明
ら
か
で
な
い
。
岩
蔵
は
大
酒
飲
み
で
、
そ
の

『
芥
川
龍
之
介
伝
記
怖
考
』
補
遺

父
敏
三

◎
竹
内
真
は
、
敏
三
の
経
歴
を
「
本
籍
は
山
口
県
玖
珂
郡
賀
見
畑
村
字
生
見

八
十
八
番
屋
散
。
彼
は
十
八
歳
の
頃
、
萩
の
乱
に
加
は
り
敗
走
し
、
同
郷
、

益
田
孝
、
渋
沢
栄
一
を
た
よ
り
箱
根
仙
石
原
に
腓
牧
舎
を
開
き
成
功
し
、
後

上
京
、
新
宿
と
築
地
入
船
町
に
牧
場
を
持
ち
手
広
く
事
業
を
経
営
し
た
」
と

し
て
い
る
が
（
竹
内
瓦
『
芥
川
龍
之
介
の
研
究
』
大
同
館
昭
九
・
二
十
二
頁
）
、

益
田
は
新
潟
県
の
出
身
で
（
渋
沢
は
埼
玉
県
）
敏
三
と
同
郷
で
な
い
し
、
「
十

八
歳
の
頃
、
萩
の
乱
に
加
は
り
」
と
あ
る
が
、
敏
三
が
十
八
歳
と
い
え
ば
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）
で
、
秋
の
乱
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
で
あ
る
か
ら

辻
凄
が
合
わ
な
い
。
経
歴
と
し
て
は
、
葛
巻
義
敏
の
い
う
「
山
口
県
玖
郡
賀

美
畑
村
出
身
の
平
民
。
（
中
略
）
明
治
戊
辰
の
役
の
際
、
『
岩
国
兵
』
と
し
て

出
兵
し
、
後
、
明
治
八
年
に
箱
根
仙
石
原
に
開
か
れ
た
耕
牧
舎
牧
場
に
働
き
、

十
六
年
に
は
、
前
紀
入
船
町
外
人
居
留
地
に
、
牛
乳
販
売
業
耕
牧
舎
本
店
を

五
三

た
め
新
原
家
の
土
地
、
屋
倣
が
失
わ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
芝
で

炭
屋
を
営
ん
で
い
た
元
三
郎
の
屋
号
は
山
口
屋
と
い
っ
た
。
芥
川
の
養
母

檮
は
幕
末
の
大
通
「
津
滕
」
細
木
香
以
の
妬
に
あ
た
る
が
、
元
三
郎
も
香

以
の
孫
娘
え
い
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

な
お
、
え
い
は
昭
和
十
年
頃
田
端
の
芥
川
家
で
亡
く
な
っ
た
。
ま
た
、
敏

三
の
長
女
そ
の
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
三
四
月
十
五
日
生
ま
れ
で
、
明

治
十
五
年
（
一
八
八
三
十
一
月
二
十
日
名
越
菊
蔵
と
結
婚
、
同
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
八
月
四
日
中
津
忠
五
郎
と
再
婚
入
籍
、
同
三
十
八
年
（
一

九
○
五
）
三
月
三
十
日
上
田
峰
蔵
と
再
婚
届
出
し
て
い
る
。



営
ん
で
い
た
」
鳶
を
鐺
倣
辮
幟
『
芥
川
龍
之
介
』
箱
礒
蚊
伴
６
〉
筑
搾
筈
房
昭

二
十
九
・
十
二
四
頁
）
と
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

龍
之
介
は
、
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」
（
中
央
公
論
大
皿
・
１
）
、
「
点
鬼

簿
」
（
改
造
大
鴫
．
、
）
な
ど
に
父
の
悌
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作

品
に
よ
れ
ば
、
伏
見
鳥
羽
の
役
に
銃
火
の
下
を
く
ぐ
り
日
ご
ろ
胆
勇
自
慢
で

あ
っ
た
敏
三
は
（
大
導
寺
信
輔
の
半
生
）
、
ま
た
短
気
で
あ
っ
た
か
ら
た
び
た
び

だ
れ
と
で
も
喧
嘩
を
し
た
（
点
鬼
簿
）
と
い
う
か
な
り
激
し
い
性
格
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

〔
補
遺
〕
敏
三
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
九
月
六
日
、
生
見
に
生

Ｏ

ま
れ
た
。
敏
三
の
本
籍
地
の
う
ち
賀
ミ
畑
村
は
、
前
述
の
よ
う
に
賀
見
畑

村
が
正
し
い
。
コ
ウ
牧
舎
は
、
箱
根
仙
石
原
で
渋
沢
栄
一
、
益
田
孝
、
三

○

井
八
郎
右
衛
門
が
共
同
経
営
し
て
い
た
の
が
峅
牧
舎
で
、
入
船
町
で
敏
三

○

が
経
営
し
た
の
は
耕
牧
舎
で
あ
る
。
ま
た
、
敏
三
が
「
明
治
戊
辰
の
役
の

際
、
『
岩
国
兵
』
と
し
て
出
兵
」
し
た
と
い
う
経
歴
を
正
し
い
と
し
た
が
、

西
村
氏
の
御
示
教
に
よ
る
と
、
当
時
生
見
か
ら
も
農
民
兵
が
多
勢
出
て
い

る
が
、
生
見
は
萩
本
藩
領
で
あ
っ
た
か
ら
「
岩
国
兵
」
で
は
な
く
、
い
ず

れ
も
「
長
州
滞
諸
隊
農
民
兵
」
に
加
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
敏
三
が
岩
国
藩
内
に
養
子
に
で
も
い
っ
て
い
れ
ば
「
岩
国
兵
」

と
し
て
出
兵
し
た
可
能
性
‐
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
西
村

氏
の
調
査
で
は
、
岩
国
藩
関
係
の
農
民
兵
、
藩
士
団
兵
の
名
簿
に
敏
三
の

名
は
見
当
ら
ず
、
隊
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
敏
三
が
長
州
藩
内
の
何

れ
か
の
農
民
兵
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

毛
利
家
よ
り
の
取
下
金
に
つ
い
て
の
覚
書
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
と
の

こ
と
て
あ
る
。
従
っ
て
、
敏
三
が
戊
辰
の
役
の
際
に
「
岩
国
兵
」
と
し
て

！

五
四

鯛
兵
し
た
と
い
う
経
歴
は
疑
わ
し
く
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
葛
巻
氏

に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
弓
岩
国
兵
」
云
々
」
は
誤
り
で
削
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
敏
三
が
所

蔵
し
て
い
た
「
自
尼
ヶ
崎
至
長
州
道
中
図
」
と
い
う
古
絵
図
が
あ
り
、
葛

巻
氏
は
は
じ
め
こ
の
絵
図
の
足
取
り
を
岩
国
か
ら
萩
、
尼
ケ
崎
と
い
う
よ

う
に
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
絵
図
の
版
元
が
尼
ケ
崎
で
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
他
の
調
在
で
逆
の
足
取
り
（
尼
ヶ
崎
ｌ
岩
国
ｌ
萩
）
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
「
岩
国
兵
云
を
」
は
削
除
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
《
こ
の
絵
図
に
は
萩
の
海
中
に
版
に
な
い
島
が
三
つ
書
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
一
」
と
か
ら
、
敏
三
が
一
時
萩
に
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

生
見
か
ら
萩
に
至
る
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治

十
年
二
八
七
七
）
頃
ま
で
の
敏
三
の
消
息
は
不
明
確
で
あ
る
。
上
京
後

（
上
京
の
年
月
は
不
明
）
、
龍
之
介
の
拾
い
親
で
後
に
耕
牧
舎
日
暮
里
支
店
を

預
っ
て
い
た
松
村
浅
二
郎
の
紹
介
で
渋
沢
栄
一
を
知
り
、
渋
沢
家
に
出
入

り
し
て
い
る
う
ち
に
益
田
孝
と
も
知
り
合
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
箱
根

の
腓
牧
舎
に
入
り
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
に
は
入
船
町
に
店
を

構
え
て
耕
牧
舎
を
営
み
だ
し
た
ら
し
い
。
「
其
時
代
迄
の
苦
労
に
は
並
を

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
御
鵬
龍
を
天
秤
棒
の
前
と
後
と
に
か
け
て
、

肩
に
担
ぎ
、
ｌ
牛
乳
一
銭
五
厘
か
ら
は
じ
め
た
と
云
ふ
の
が
」
敏
三
の

「
自
慢
話
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
（
葛
巻
義
敏
「
叔
父
芥
川
龍
之
介
の
こ

と
と
噛
Ｉ
母
久
子
の
鼠
ひ
凶
か
ら
ｌ
」
世
界
昭
翠
２
）
．
ま
た
、
葛

巻
氏
の
御
示
教
に
よ
る
と
敏
三
の
右
く
る
ぶ
し
に
は
貫
通
銃
創
の
跡
が
あ

り
、
こ
れ
を
戦
争
と
結
び
つ
け
て
峻
々
人
に
語
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
の

よ
う
で
あ
る
。



'

◎
美
和
町
生
見
支
所
の
壬
申
戸
籍
に
よ
る
と
、
敏
三
は
い
っ
た
ん
脱
籍
さ
れ
、
◎
第
三
者
か
ら
み
た
敏
三
は
、
「
温
和
な
、
商
人
ら
し
い
感
じ
の
顔
だ
ち
で

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
九
月
十
日
に
復
籍
し
、
同
年
十
月
二
十
日
に
末
」
あ
り
、
芥
川
は
あ
ま
り
そ
の
人
に
似
て
い
な
か
っ
た
」
（
恒
藤
恭
呈
月
年
芥
川

弟
元
三
郎
よ
り
家
督
相
続
し
て
い
る
。
元
三
郎
が
常
蔵
よ
り
家
督
相
続
し
た
・
の
面
影
」
愚
詠
識
吟
第
十
一
巻
芥
川
龍
之
介
』
所
収
）
と
い
、
わ
れ
、
「
「
俺
が

。

の
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
二
十
五
日
、
つ
ま
り
常
蔵
が
亡
く
な
子
に
ど
う
し
て
あ
ん
な
（
子
）
が
出
来
た
の
で
あ
ら
う
か
』
と
、
彼
の
父
に
不

っ
た
翌
日
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
敏
三
は
十
三
歳
、
康
太
郎
は
思
議
が
ら
れ
た
程
に
、
彼
芥
川
君
父
子
程
、
体
格
な
り
、
性
質
な
り
を
災
に

ｘ
Ｏ

七
歳
、
元
三
郎
は
四
（
三
）
歳
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
康
太
郎
は
文
久
二
し
て
居
た
者
は
、
世
に
も
稀
で
あ
る
と
い
っ
て
も
可
い
程
で
あ
る
」
と
も
い

年
（
一
八
六
二
）
六
月
二
十
九
日
紅
床
家
に
入
籍
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
長
わ
れ
て
い
た
が
（
室
賀
文
武
「
そ
れ
か
ら
そ
れ
㈲
・
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
全
十
巻

男
の
敏
三
が
相
続
し
な
か
っ
た
の
は
、
す
で
に
生
見
を
離
れ
て
い
た
か
ら
で
月
報
第
四
号
昭
十
・
二
」
）
、
や
は
り
血
統
は
「
争
は
れ
な
い
も
の
で
、
性
質

ユ
ウ
ヤ

あ
ろ
う
か
。
土
地
の
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
敏
三
は
若
い
頃
湯
屋
の
橋
の
と

の
点
で
は
、
道
草
氏
の
の
ん
び
り
し
た
性
格
に
は
似
な
い
で
、
敏
三
氏
の
硴

こ
ろ
で
喧
嘩
を
し
て
相
手
に
傷
を
負
わ
せ
、
自
分
も
足
に
傷
を
負
っ
て
い
た

の
強
さ
う
な
性
質
を
多
分
に
受
け
つ
い
だ
や
う
で
あ
る
。
」
（
恒
藤
恭
「
旧
友

そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
敏
三
の
出
郷
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
詳
芥
川
龍
之
介
』
朝
日
新
聞
社
昭
二
十
四
・
八
九
十
七
’
九
十
八
頁
）

ら
か
で
は
な
い
。
｛
補
遺
唖
敏
三
は
、
自
分
が
若
い
時
か
ら
苦
労
し
た
せ
い
か
使
用
人
を

〔
補
遺
〕
敏
三
は
、
い
っ
た
ん
脱
籍
さ
れ
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
九
粗
略
に
扱
わ
な
か
っ
た
た
め
、
店
の
者
も
そ
れ
に
一
」
た
え
て
よ
く
働
き
、

月
十
日
に
復
籍
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
敏
三
の
足
取
り
は
不
明
で
あ
る
。

事
業
も
順
調
に
発
展
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
六
十
歳
に
近
い
頃
ま
で
、

そ
し
て
、
同
年
十
月
二
十
日
に
戸
主
元
三
郎
が
隠
居
し
、
敏
三
が
元
三
郎
前
夜
来
の
雪
が
降
り
し
切
っ
て
、
つ
も
っ
て
ゐ
る
と
、
配
達
の
若
衆
に
酒

よ
り
家
督
相
続
し
て
い
る
。
元
三
郎
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
二
月

樽
を
か
つ
が
せ
て
、
ｌ
芝
の
山
内
へ
、
そ
れ
ら
の
皆
ん
な
と
、
雪
合
戦

二
十
六
日
に
中
津
卯
助
の
養
子
と
し
て
入
籍
さ
れ
、
同
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
行
っ
た
り
し
た
」
よ
う
な
一
」
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
敏
三
は
余
り
晩
酌

一
月
十
四
日
不
縁
と
な
り
、
同
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
六
日
広
実
百
を
た
し
な
ま
な
か
っ
た
が
、
「
た
ま
に
晩
酌
の
一
二
杯
を
の
ん
て
い
る
時

助
の
養
子
と
し
て
入
籍
、
百
助
の
娘
し
げ
と
結
婚
、
同
二
十
五
年
（
一
八
に
、
番
頭
な
ど
が
用
事
で
来
る
と
、
直
ち
に
そ
の
徳
利
や
盃
な
ど
を
お
膳

．
九
二
）
十
一
月
十
四
日
し
げ
と
離
婚
し
て
新
原
家
に
復
籍
、
の
ち
細
木
桂
の
下
に
か
く
し
て
、
ｌ
買
而
目
な
用
事
で
来
る
者
に
、
主
人
が
酒
の

次
郎
の
娘
ゑ
い
と
結
婚
し
て
い
る
。
敏
三
は
、
若
い
頃
喧
嘩
を
し
て
相
手
上
で
話
す
不
真
面
さ
は
ゞ
Ｉ
許
せ
な
い
」
と
云
っ
た
」
と
い
う
（
尚
巻

に
傷
を
負
わ
せ
、
自
ら
も
足
に
傷
を
負
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
傷
が
前
述
義
敏
「
叔
父
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
ど
も
」
）
。
こ
の
よ
う
な
敏
三
の
「
律
義
さ
」

の
貫
通
銃
創
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
出
郷
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
つ
い
て
葛
巻
氏
は
、
敏
三
の
一
生
を
支
配
し
た
そ
の
内
部
で
の
厳
し
い

が
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
烈
し
さ
」
ｌ
そ
れ
は
過
去
の
「
暗
影
」
を
ひ
い
た
ｌ
と
も
つ
な
が

『
芥
川
龍
之
介
伝
記
論
考
』
補
遺
五
五



る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

◎
敏
三
の
営
ん
で
い
た
耕
牧
舎
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
本
店

を
芝
区
新
銭
座
町
十
六
番
地
に
移
し
、
新
宿
二
丁
目
に
六
千
坪
の
牧
場
を
も

っ
て
い
た
ほ
か
、
日
暮
里
中
本
、
王
子
西
ヶ
原
に
支
店
牧
場
を
、
京
橋
区
長

崎
町
一
丁
目
十
一
番
地
に
分
店
を
も
っ
て
い
た
。
耕
牧
舎
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
牛
乳
の
用
法
」
に
よ
る
と
同
舎
は
坐
の
登
録
商
標
を
も
ち
、
牛
乳
・
・
ハ
タ

ー
・
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
扱
い
、
進
物
用
切
手
を
発
売
す
る
な
ど
し
て
手
広
く

営
業
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
興
実
業
家
と
し
て
の
敏
三
は
、

「
か
な
り
放
蕩
し
た
ら
し
く
、
龍
之
介
と
同
年
の
『
庶
子
」
の
あ
る
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
．
い
る
」
（
吊
嘩
試
写
芥
川
龍
之
介
』
十
頁
）
。
し
か
し
、
「
晩
年
に

は
、
い
ろ
い
ろ
の
事
業
に
も
（
そ
れ
は
一
「
新
し
い
思
い
付
き
」
か
？
）
手
を

出
し
て
、
矢
張
り
（
１
）
失
敗
を
し
、
や
や
衰
運
の
中
で
七
十
何
歳
か
の
生

涯
を
、
終
っ
て
い
た
（
関
巻
義
敏
「
芥
川
の
人
間
に
つ
い
て
」
岡
文
学
昭
三
十
二

・
二
）
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
新
年
早
々
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
流
感
に

冒
さ
れ
た
敏
三
は
、
三
月
十
六
日
「
余
り
苦
し
ま
ず
に
殆
ん
で
行
っ
た
。
死

ぬ
前
に
は
頭
も
狂
っ
た
と
見
え
『
あ
ん
な
に
旗
を
立
て
た
軍
艦
が
来
た
。
み

ん
な
万
歳
を
唱
へ
ろ
」
な
ど
と
言
っ
た
」
と
い
う
（
点
鬼
簿
）
・

〔
補
垂
壜
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
、
築
地
の
外
人
居
留
地
が
廃
止

改
革
と
な
っ
て
、
新
原
家
は
芝
新
銭
座
町
十
六
番
地
に
移
据
し
た
。
こ
の

頃
に
は
事
業
も
発
展
し
、
市
内
各
所
に
支
店
牧
場
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

近
所
だ
け
で
一
日
約
二
百
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
が
売
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

後
に
は
築
地
精
養
軒
や
帝
国
ホ
テ
ル
、
李
王
家
な
ど
に
も
牛
乳
を
納
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
敏
三
は
、
「
耕
牧
舎
総
本
店
」
主
と
い
う
こ
と
に
な
つ
〆

て
い
た
が
、
事
実
は
渋
沢
・
益
田
割
三
井
が
出
資
し
、
「
す
《
へ
て
を
弁
済
し

｜

’

た
の
は
晩
年
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
総
『
支
配
人
』
格
と
云
ふ

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ｌ
明
治
三
十
七
年
か
に
『
支
配
人
」
と
し
て
の
「
慰

労
金
」
を
、
（
当
時
と
し
て
》
千
円
だ
か
を
「
耕
牧
舎
ｒ
’
一
か
ら
贈
ら
れ
」

た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
早
く
か
ら
芝
と
新
宿
牧
場
と
の
牛
乳
販
売
は
独

立
採
算
を
と
っ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
敏
三
は
新
し
い
こ
こ
ろ
み
が
好

き
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ミ
ル
ク
・
セ
ー
キ
の
ハ
ン
ド
式
器
械
や
、
牛
乳
か

ら
ク
リ
ー
ム
と
脱
脂
乳
と
を
作
る
器
械
を
買
入
れ
た
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

製
造
販
売
し
た
り
し
た
が
、
あ
ま
り
よ
い
売
れ
行
き
は
み
せ
な
か
っ
た
ら

し
い
。
そ
う
し
た
新
し
い
思
い
付
き
は
、
新
し
い
事
業
を
構
想
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
晩
年
に
六
郷
川
の
付
近
に
土
地
を
買
っ
て
日
本
薪
炭
株
式
会

社
を
は
じ
め
た
が
、
全
く
失
敗
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
後
年
、
敏

三
は
「
商
売
を
後
継
す
る
子
も
な
く
、
母
が
病
気
の
た
め
、
長
男
龍
之
介

を
他
家
に
預
け
、
ｌ
其
た
め
に
「
養
子
』
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
後
悔
し
て
ゐ
た
」
が
、
「
点
鬼
簿
‐
一
（
改
造
大
十
五
・
十
）
に
「
当

時
新
ら
し
か
っ
た
果
物
や
飲
料
を
教
へ
た
の
は
悉
く
僕
の
父
で
あ
る
」
と

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
敏
三
と
龍
之
介
は
毎
月
”
一
回
食
事
を
共
に
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
龍
之
介
の
大
学
時
代
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

毎
月
こ
の
食
事
を
す
る
日
に
な
る
と
、
敏
三
は
自
分
で
食
事
の
品
々
を
注

文
し
、
飲
め
な
い
葡
補
酒
を
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
と
樽
め
な
が
ら
、
龍
之
介
と

楽
し
そ
う
に
雑
談
し
て
い
た
と
い
う
（
葛
巻
義
敏
「
叔
父
芥
川
龍
之
介
の
こ
と

ど
も
」
）
。
大
正
八
年
二
九
一
九
）
流
感
に
冒
さ
れ
て
東
京
病
院
に
入
院

し
た
敏
三
は
、
三
月
十
五
日
、
龍
之
介
に
看
取
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
享

年
七
十
歳
。
戒
名
は
本
性
院
正
覚
日
敏
居
士
で
あ
る
。
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